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衆
議
院
議
員
鉢
呂
吉
雄
君
提
出
警
察
職
員
の
不
祥
事
に
関
す
る
質
問
に
対
す
る
答
弁
書

一
の
（
�
）
に
つ
い
て

警
察
で
は
、
職
員
の
身
上
が
記
載
さ
れ
た
書
面
の
提
出
を
求
め
、
上
司
が
職
員
を
面
接
す
る
な
ど
の
方
法
に
よ
り
、
職
員

の
身
上
を
把
握
し
、
指
導
を
行
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

一
の
（
�
）
に
つ
い
て

一
の
（
�
）
に
つ
い
て
で
お
答
え
し
た
職
員
の
身
上
の
把
握
及
び
指
導
は
、
指
揮
監
督
上
必
要
な
人
事
管
理
の
一
環
と
し

て
行
っ
て
い
る
。

一
の
（
�
）
に
つ
い
て

警
察
で
は
、
職
員
の
指
揮
監
督
上
必
要
な
人
事
管
理
の
一
環
と
し
て
、
職
員
の
身
上
を
把
握
し
、
指
導
を
行
っ
て
い
る
と

こ
ろ
で
あ
り
、
当
該
身
上
の
把
握
及
び
指
導
は
、
適
正
な
人
事
管
理
に
必
要
な
範
囲
で
、
職
員
の
私
生
活
に
関
す
る
事
項
に

も
及
ぶ
場
合
が
あ
る
。
ま
た
、
当
該
身
上
の
把
握
及
び
指
導
に
つ
い
て
は
、
職
員
の
身
上
が
記
載
さ
れ
た
書
面
の
提
出
を
求

め
、
上
司
が
職
員
を
面
接
す
る
な
ど
の
方
法
に
よ
り
行
わ
れ
て
お
り
、
幹
部
職
員
に
対
し
て
は
、
身
上
の
把
握
及
び
指
導
に

必
要
な
教
養
を
行
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
職
員
の
身
上
を
把
握
し
、
指
導
を
行
っ
た
結
果
が
当
該
職
員
の
昇
任
等
に
影

一



響
す
る
場
合
も
あ
る
が
、
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
職
員
が
ど
の
よ
う
に
受
け
止
め
て
い
る
か
に
つ
い
て
は
承
知
し
て
い
な
い
。

一
の
（
�
）
に
つ
い
て

警
視
庁
に
よ
る
と
、
御
指
摘
の
警
視
庁
立
川
警
察
署
地
域
課
の
巡
査
長
（
以
下
「
当
該
職
員
」
と
い
う
。
）
に
対
し
て
は
、

定
期
及
び
随
時
の
上
司
に
よ
る
面
接
等
を
行
い
、
そ
の
中
で
交
友
関
係
、
健
康
状
態
等
に
つ
い
て
把
握
し
、
指
導
す
る
よ
う

努
め
て
い
た
と
の
こ
と
で
あ
る
。
ま
た
、
警
視
庁
に
お
い
て
は
、
職
員
の
身
上
に
つ
い
て
記
録
し
た
も
の
と
し
て
、
警
視
庁

職
員
人
事
記
録
等
が
あ
る
と
の
こ
と
で
あ
る
。

一
の
（
�
）
に
つ
い
て

警
視
庁
に
よ
る
と
、
平
成
十
九
年
七
月
ま
で
に
、
当
該
職
員
の
元
上
司
が
当
該
職
員
か
ら
、
御
指
摘
の
被
害
女
性
（
以
下

「
被
害
者
」
と
い
う
。
）
と
結
婚
し
た
い
旨
の
相
談
を
受
け
た
が
、
当
該
元
上
司
は
、
そ
の
こ
と
を
当
該
職
員
の
上
司
に
伝
え

な
か
っ
た
と
の
こ
と
で
あ
る
。

一
の
（
�
）
に
つ
い
て

警
視
庁
に
よ
る
と
、
平
成
十
九
年
七
月
こ
ろ
、
当
該
職
員
の
上
司
が
当
該
職
員
か
ら
、
仕
事
に
対
す
る
意
欲
が
な
く
な
っ

た
旨
を
聞
い
た
が
、
当
該
上
司
は
、
当
該
職
員
に
対
し
て
、
一
般
的
な
督
励
を
す
る
に
と
ど
ま
り
、
具
体
的
な
指
導
を
行
わ

二



な
か
っ
た
と
の
こ
と
で
あ
る
。

一
の
（
�
）
に
つ
い
て

警
視
庁
に
よ
る
と
、
当
該
職
員
の
上
司
が
御
指
摘
の
風
評
を
聞
い
た
と
の
事
実
は
確
認
さ
れ
て
い
な
い
が
、
平
成
十
九
年

七
月
ま
で
に
、
一
の
（
�
）
に
つ
い
て
で
お
答
え
し
た
当
該
職
員
の
元
上
司
が
当
該
職
員
か
ら
、
被
害
者
と
面
会
で
き
ず
悩

ん
で
い
る
旨
の
相
談
を
受
け
、
当
該
元
上
司
は
、
当
該
職
員
に
対
し
て
、
被
害
者
に
つ
き
ま
と
う
よ
う
な
こ
と
は
す
べ
き
で

な
い
旨
の
助
言
を
し
た
と
の
こ
と
で
あ
る
。

一
の
（
�
）
に
つ
い
て

警
視
庁
に
よ
る
と
、
当
該
職
員
に
つ
い
て
実
効
的
な
身
上
の
把
握
及
び
指
導
が
行
わ
れ
な
か
っ
た
理
由
と
し
て
は
、
当
該

職
員
の
上
司
に
熱
意
と
意
欲
が
十
分
で
な
か
っ
た
こ
と
等
が
挙
げ
ら
れ
る
と
の
こ
と
で
あ
る
。
職
員
の
身
上
の
把
握
及
び
指

導
に
つ
い
て
は
、
御
指
摘
の
都
会
で
勤
務
す
る
警
察
官
の
場
合
も
含
め
、
上
司
が
職
員
の
特
性
等
を
踏
ま
え
、
か
つ
、
熱
意

と
意
欲
を
持
っ
て
行
い
、
そ
の
実
効
を
上
げ
る
こ
と
に
努
め
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

一
の
（
�
）
に
つ
い
て

一
の
（
�
）
に
つ
い
て
で
お
答
え
し
た
と
お
り
、
職
員
の
身
上
の
把
握
及
び
指
導
に
つ
い
て
は
、
上
司
が
職
員
の
特
性
等

三



を
踏
ま
え
、
か
つ
、
熱
意
と
意
欲
を
持
っ
て
行
い
、
そ
の
実
効
を
上
げ
る
こ
と
に
努
め
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

二
の
（
�
）
に
つ
い
て

交
番
勤
務
は
、
原
則
と
し
て
交
替
制
で
、
立
番
、
見
張
、
在
所
、
警
ら
及
び
巡
回
連
絡
の
勤
務
方
法
に
よ
り
行
う
こ
と
と

さ
れ
て
い
る
。

二
の
（
�
）
に
つ
い
て

交
番
勤
務
の
地
域
警
察
官
に
つ
い
て
は
、
警
察
署
長
及
び
こ
れ
を
補
佐
す
る
地
域
課
長
等
の
地
域
警
察
幹
部
が
交
番
を
巡

回
し
、
関
係
書
類
を
確
認
す
る
な
ど
の
方
法
に
よ
り
監
督
し
て
い
る
も
の
と
承
知
し
て
い
る
。

二
の
（
�
）
に
つ
い
て

警
視
庁
に
よ
る
と
、
当
該
職
員
に
つ
い
て
は
、
一
一
〇
番
通
報
に
よ
り
認
知
し
た
事
件
、
事
故
等
の
処
理
は
行
っ
て
い
た

も
の
の
、
パ
ト
ロ
ー
ル
や
犯
罪
の
検
挙
に
は
消
極
的
で
あ
り
、
他
の
職
員
と
比
べ
て
勤
務
成
績
の
評
定
は
低
か
っ
た
と
の
こ

と
で
あ
る
。

二
の
（
�
）
に
つ
い
て

警
視
庁
に
よ
る
と
、
平
成
十
九
年
七
月
こ
ろ
、
当
該
職
員
の
上
司
が
当
該
職
員
か
ら
、
仕
事
に
対
す
る
意
欲
が
な
く
な
っ
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た
旨
を
聞
い
た
が
、
当
該
上
司
は
、
当
該
職
員
に
対
し
て
、
そ
の
原
因
等
に
つ
い
て
は
詳
し
く
尋
ね
ず
、
一
般
的
な
督
励
を

す
る
に
と
ど
ま
り
、
具
体
的
な
指
導
を
行
わ
な
か
っ
た
と
の
こ
と
で
あ
る
。

二
の
（
�
）
に
つ
い
て

交
番
勤
務
の
地
域
警
察
官
の
勤
務
成
績
は
、
各
都
道
府
県
警
察
が
定
め
る
能
力
、
業
績
等
の
評
定
項
目
に
沿
っ
て
評
定
さ

れ
て
い
る
。
ま
た
、
御
指
摘
の
「
ノ
ル
マ
」
の
意
味
が
必
ず
し
も
明
ら
か
で
は
な
い
が
、
各
都
道
府
県
警
察
に
お
い
て
は
、

警
察
署
、
交
番
等
ご
と
に
年
間
の
犯
罪
検
挙
件
数
の
目
標
が
設
定
さ
れ
て
い
る
場
合
も
あ
る
も
の
と
承
知
し
て
い
る
。

二
の
（
�
）
に
つ
い
て

巡
査
長
の
制
度
は
、
勤
務
成
績
が
優
良
で
あ
り
、
か
つ
、
実
務
経
験
が
豊
富
な
巡
査
の
能
力
及
び
経
験
を
活
用
し
て
、
都

道
府
県
警
察
に
お
け
る
指
導
体
制
の
強
化
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
。

警
視
庁
に
よ
る
と
、
当
該
職
員
は
、
警
視
庁
が
定
め
る
勤
務
成
績
、
実
務
経
験
等
の
要
件
を
満
た
し
、
平
成
七
年
に
巡
査

長
と
さ
れ
た
と
の
こ
と
で
あ
る
。

警
察
庁
と
し
て
は
、
巡
査
長
の
制
度
に
よ
り
、
職
員
の
士
気
の
高
揚
及
び
巡
査
に
対
す
る
指
導
体
制
の
強
化
が
図
ら
れ
て

い
る
も
の
と
考
え
て
い
る
。
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ま
た
、
警
視
庁
に
よ
る
と
、
当
該
職
員
は
、
警
視
庁
が
定
め
る
勤
務
成
績
、
実
務
経
験
等
の
巡
査
部
長
へ
の
昇
任
の
要
件

を
満
た
さ
な
か
っ
た
と
の
こ
と
で
あ
る
。

二
の
（
�
）
に
つ
い
て

警
視
庁
に
よ
る
と
、
警
視
庁
立
川
警
察
署
に
お
け
る
転
入
者
の
配
置
に
伴
い
、
同
署
の
交
番
勤
務
員
の
配
置
に
つ
い
て
見

直
し
が
行
わ
れ
た
結
果
、
職
務
命
令
に
よ
り
、
当
該
職
員
の
勤
務
場
所
の
変
更
が
行
わ
れ
た
と
の
こ
と
で
あ
る
。

二
の
（
�
）
に
つ
い
て

警
視
庁
に
よ
る
と
、
御
指
摘
の
点
に
問
題
が
あ
っ
た
と
は
認
め
ら
れ
な
い
と
の
こ
と
で
あ
る
。

二
の
（
�
）
に
つ
い
て

警
視
庁
に
よ
る
と
、
当
該
職
員
の
上
司
が
二
時
間
以
上
当
該
職
員
か
ら
連
絡
が
な
い
こ
と
を
把
握
し
な
が
ら
必
要
な
措
置

を
採
ら
な
か
っ
た
な
ど
、
当
該
職
員
の
勤
務
に
つ
い
て
十
分
な
管
理
が
な
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
と
の
こ
と
で
あ
る
。

二
の
（
��
）
に
つ
い
て

警
視
庁
に
よ
る
と
、
平
成
十
九
年
八
月
二
十
日
か
ら
同
月
二
十
一
日
に
か
け
て
、
当
該
職
員
と
同
じ
交
番
で
勤
務
し
て
い

た
警
察
官
が
当
該
職
員
と
連
絡
を
取
ろ
う
と
し
て
、
当
該
警
察
官
が
使
用
料
金
を
負
担
し
て
い
る
私
物
の
携
帯
電
話
を
使
用
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し
た
と
の
こ
と
で
あ
り
、
ま
た
、
警
視
庁
に
お
い
て
は
、
制
服
警
察
官
に
よ
る
勤
務
中
に
お
け
る
私
物
の
携
帯
電
話
の
使
用

は
、
原
則
と
し
て
禁
止
さ
れ
て
い
る
と
の
こ
と
で
あ
る
。

二
の
（
��
）
に
つ
い
て

警
視
庁
に
よ
る
と
、
当
該
職
員
が
本
署
か
ら
御
指
摘
の
指
示
を
受
け
た
事
実
は
確
認
さ
れ
て
い
な
い
と
の
こ
と
で
あ
る
。

二
の
（
��
）
に
つ
い
て

警
視
庁
に
よ
る
と
、
当
該
職
員
の
勤
務
実
態
が
十
分
に
把
握
さ
れ
な
か
っ
た
理
由
と
し
て
は
、
当
該
職
員
の
上
司
に
熱
意

と
意
欲
が
十
分
で
な
か
っ
た
こ
と
等
が
挙
げ
ら
れ
る
と
の
こ
と
で
あ
る
。

二
の
（
��
）
に
つ
い
て

警
視
庁
に
よ
る
と
、
当
該
職
員
の
上
司
が
被
害
者
が
勤
務
し
て
い
た
飲
食
店
で
飲
食
し
た
事
実
は
確
認
さ
れ
て
い
な
い
も

の
の
、
当
該
職
員
及
び
一
の
（
�
）
に
つ
い
て
で
お
答
え
し
た
当
該
職
員
の
元
上
司
等
が
同
店
で
飲
食
し
た
事
実
は
あ
る
と

の
こ
と
で
あ
る
。

二
の
（
��
）
に
つ
い
て

平
成
十
九
年
四
月
一
日
現
在
に
お
け
る
都
道
府
県
の
警
察
官
定
員
の
階
級
別
比
率
は
、
警
視
は
約
三
パ
ー
セ
ン
ト
、
警
部

七



は
約
七
パ
ー
セ
ン
ト
、
警
部
補
は
約
二
十
八
パ
ー
セ
ン
ト
、
巡
査
部
長
は
約
三
十
パ
ー
セ
ン
ト
、
巡
査
は
約
三
十
二
パ
ー
セ

ン
ト
で
あ
る
。
ま
た
、
平
成
三
年
四
月
一
日
現
在
に
お
け
る
そ
れ
は
、
警
視
は
約
二
パ
ー
セ
ン
ト
、
警
部
は
約
五
パ
ー
セ
ン

ト
、
警
部
補
は
約
十
四
パ
ー
セ
ン
ト
、
巡
査
部
長
は
約
三
十
四
パ
ー
セ
ン
ト
、
巡
査
は
約
四
十
五
パ
ー
セ
ン
ト
で
あ
る
。
都

道
府
県
警
察
に
よ
っ
て
は
、
警
部
補
の
増
加
に
伴
い
、
係
長
ポ
ス
ト
が
増
設
さ
れ
た
た
め
に
係
の
細
分
化
を
招
き
業
務
の
円

滑
な
遂
行
が
阻
害
さ
れ
る
な
ど
の
状
況
が
あ
っ
た
も
の
と
承
知
し
て
い
る
。

二
の
（
��
）
に
つ
い
て

平
成
十
四
年
か
ら
平
成
十
八
年
ま
で
の
間
に
懲
戒
処
分
を
受
け
た
警
部
補
の
階
級
に
あ
る
警
察
官
の
数
は
、
平
成
十
四
年

は
百
十
六
人
、
平
成
十
五
年
は
九
十
六
人
、
平
成
十
六
年
は
八
十
三
人
、
平
成
十
七
年
は
八
十
五
人
、
平
成
十
八
年
は
七
十

九
人
で
あ
る
。

二
の
（
��
）
に
つ
い
て

警
部
補
に
つ
い
て
は
、
各
都
道
府
県
警
察
に
お
い
て
、
試
験
、
選
考
等
に
よ
り
、
係
規
模
の
組
織
及
び
業
務
を
管
理
す
る

能
力
を
有
す
る
者
等
を
選
定
し
て
昇
任
さ
せ
た
上
で
、
必
要
な
教
養
を
行
う
な
ど
し
て
い
る
も
の
と
承
知
し
て
い
る
。

二
の
（
��
）
に
つ
い
て
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都
道
府
県
警
察
に
よ
っ
て
は
、
警
部
補
の
増
加
に
伴
い
、
係
長
ポ
ス
ト
が
増
設
さ
れ
た
た
め
に
係
の
細
分
化
を
招
き
業
務

の
円
滑
な
遂
行
が
阻
害
さ
れ
る
な
ど
の
状
況
が
あ
っ
た
も
の
と
承
知
し
て
い
る
。

二
の
（
��
）
に
つ
い
て

警
部
補
の
階
級
に
あ
る
警
察
官
に
対
し
て
は
、
各
都
道
府
県
警
察
に
お
い
て
、
警
部
補
が
管
理
的
業
務
と
共
に
実
働
業
務

を
的
確
に
遂
行
す
る
責
任
を
有
し
て
い
る
こ
と
を
意
識
す
る
よ
う
努
め
て
い
る
も
の
と
承
知
し
て
い
る
。

三
の
（
�
）
に
つ
い
て

御
指
摘
の
事
案
に
関
し
、
平
成
十
九
年
九
月
二
十
日
、
国
家
公
安
委
員
会
は
、
警
視
総
監
を
戒
告
処
分
と
、
警
視
庁
立
川

警
察
署
長
を
減
給
処
分
と
し
、
警
視
総
監
は
、
同
署
地
域
課
長
を
減
給
処
分
と
す
る
な
ど
し
た
。

三
の
（
�
）
に
つ
い
て

被
害
者
の
遺
族
に
対
す
る
損
害
賠
償
に
関
し
て
東
京
都
が
ど
の
よ
う
に
対
応
す
る
か
に
つ
い
て
は
、
現
時
点
で
は
決
定
し

て
い
な
い
も
の
と
承
知
し
て
い
る
。

三
の
（
�
）
に
つ
い
て

警
察
庁
及
び
警
視
庁
は
、
御
指
摘
の
事
件
の
発
生
を
受
け
、
そ
れ
ぞ
れ
各
都
道
府
県
警
察
及
び
各
所
属
に
対
し
て
、
身
上

九



の
把
握
及
び
指
導
並
び
に
勤
務
管
理
の
徹
底
等
を
図
る
よ
う
通
達
を
発
出
し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

四
の
（
�
）
に
つ
い
て

平
成
十
四
年
か
ら
平
成
十
八
年
ま
で
の
間
に
懲
戒
処
分
を
受
け
た
警
察
職
員
の
数
は
、
警
視
以
上
に
つ
い
て
は
、
平
成
十

四
年
は
四
十
六
人
、
平
成
十
五
年
は
十
七
人
、
平
成
十
六
年
は
百
十
六
人
、
平
成
十
七
年
は
十
二
人
、
平
成
十
八
年
は
二
十

二
人
、
警
部
に
つ
い
て
は
、
平
成
十
四
年
は
六
十
二
人
、
平
成
十
五
年
は
二
十
九
人
、
平
成
十
六
年
は
十
九
人
、
平
成
十
七

年
は
二
十
五
人
、
平
成
十
八
年
は
二
十
七
人
、
警
部
補
に
つ
い
て
は
、
平
成
十
四
年
は
百
十
六
人
、
平
成
十
五
年
は
九
十
六

人
、
平
成
十
六
年
は
八
十
三
人
、
平
成
十
七
年
は
八
十
五
人
、
平
成
十
八
年
は
七
十
九
人
、
巡
査
部
長
に
つ
い
て
は
、
平
成

十
四
年
は
百
三
十
七
人
、
平
成
十
五
年
は
百
六
人
、
平
成
十
六
年
は
九
十
七
人
、
平
成
十
七
年
は
八
十
五
人
、
平
成
十
八
年

は
九
十
七
人
、
巡
査
に
つ
い
て
は
、
平
成
十
四
年
は
百
四
十
八
人
、
平
成
十
五
年
は
百
四
十
四
人
、
平
成
十
六
年
は
百
二
十

七
人
、
平
成
十
七
年
は
百
十
一
人
、
平
成
十
八
年
は
百
十
人
、
警
察
官
以
外
の
警
察
職
員
に
つ
い
て
は
、
平
成
十
四
年
は
五

十
九
人
、
平
成
十
五
年
は
四
十
人
、
平
成
十
六
年
は
四
十
六
人
、
平
成
十
七
年
は
二
十
三
人
、
平
成
十
八
年
は
二
十
六
人
で

あ
る
。

四
の
（
�
）
に
つ
い
て

一
〇



警
察
庁
と
し
て
は
、
御
指
摘
の
「
懲
戒
処
分
以
外
の
訓
戒
厳
重
注
意
等
」
を
受
け
た
警
察
職
員
の
数
を
把
握
し
て
い
な
い
。

四
の
（
�
）
に
つ
い
て

平
成
十
四
年
か
ら
平
成
十
八
年
ま
で
の
間
に
警
察
が
検
挙
し
た
警
察
職
員
に
よ
る
刑
法
犯
（
道
路
上
の
交
通
事
故
に
係
る

業
務
上
過
失
致
死
傷
及
び
重
過
失
致
死
傷
並
び
に
危
険
運
転
致
死
傷
を
除
く
。）
に
係
る
検
挙
人
員
は
、
平
成
十
四
年
及
び
平

成
十
五
年
に
つ
い
て
は
把
握
し
て
お
ら
ず
、
平
成
十
六
年
は
文
書
偽
造
等
の
知
能
犯
二
十
六
人
、
窃
盗
犯
十
七
人
、
傷
害
等

の
粗
暴
犯
十
四
人
等
八
十
五
人
、
平
成
十
七
年
は
傷
害
等
の
粗
暴
犯
二
十
二
人
、
文
書
偽
造
等
の
知
能
犯
十
七
人
、
窃
盗
犯

十
五
人
等
六
十
七
人
、
平
成
十
八
年
は
文
書
偽
造
等
の
知
能
犯
三
十
一
人
、
傷
害
等
の
粗
暴
犯
十
七
人
、
窃
盗
犯
十
七
人
等

九
十
二
人
で
あ
る
。

四
の
（
�
）
に
つ
い
て

平
成
十
四
年
か
ら
平
成
十
八
年
ま
で
の
間
に
地
方
公
務
員
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
二
百
六
十
一
号
）
第
二
十
八
条
第

一
項
の
規
定
に
よ
る
降
任
処
分
を
受
け
た
警
察
職
員
の
数
は
、
警
視
及
び
警
部
に
つ
い
て
は
零
人
、
警
部
補
に
つ
い
て
は
、

平
成
十
四
年
及
び
平
成
十
五
年
は
零
人
、
平
成
十
六
年
は
一
人
、
平
成
十
七
年
は
零
人
、
平
成
十
八
年
は
一
人
、
巡
査
部
長

に
つ
い
て
は
、
平
成
十
四
年
及
び
平
成
十
五
年
は
零
人
、
平
成
十
六
年
は
一
人
、
平
成
十
七
年
は
一
人
、
平
成
十
八
年
は
零

一
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人
、
巡
査
に
つ
い
て
は
零
人
、
警
察
官
以
外
の
警
察
職
員
に
つ
い
て
は
、
平
成
十
四
年
は
零
人
、
平
成
十
五
年
は
一
人
、
平

成
十
六
年
か
ら
平
成
十
八
年
ま
で
は
零
人
で
あ
る
。
ま
た
、
同
期
間
中
に
同
項
の
規
定
に
よ
る
免
職
処
分
を
受
け
た
警
察
職

員
の
数
は
、
警
視
に
つ
い
て
は
零
人
、
警
部
に
つ
い
て
は
、
平
成
十
四
年
及
び
平
成
十
五
年
は
零
人
、
平
成
十
六
年
は
一
人
、

平
成
十
七
年
は
二
人
、
平
成
十
八
年
は
零
人
、
警
部
補
に
つ
い
て
は
、
平
成
十
四
年
は
零
人
、
平
成
十
五
年
は
一
人
、
平
成

十
六
年
は
二
人
、
平
成
十
七
年
及
び
平
成
十
八
年
は
零
人
、
巡
査
部
長
に
つ
い
て
は
、
平
成
十
四
年
は
零
人
、
平
成
十
五
年

は
一
人
、
平
成
十
六
年
は
二
人
、
平
成
十
七
年
は
一
人
、
平
成
十
八
年
は
三
人
、
巡
査
に
つ
い
て
は
、
平
成
十
四
年
は
四
人
、

平
成
十
五
年
は
四
人
、
平
成
十
六
年
は
三
人
、
平
成
十
七
年
は
五
人
、
平
成
十
八
年
は
一
人
、
警
察
官
以
外
の
警
察
職
員
に

つ
い
て
は
、
平
成
十
四
年
は
一
人
、
平
成
十
五
年
は
四
人
、
平
成
十
六
年
は
零
人
、
平
成
十
七
年
は
一
人
、
平
成
十
八
年
は

三
人
で
あ
る
。

平
成
十
四
年
か
ら
平
成
十
八
年
ま
で
の
間
に
国
家
公
務
員
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
百
二
十
号
）
第
七
十
八
条
の
規
定

に
よ
る
降
任
処
分
を
受
け
た
警
察
職
員
の
数
は
零
人
で
あ
る
。
ま
た
、
同
期
間
中
に
同
条
の
規
定
に
よ
る
免
職
処
分
を
受
け

た
警
察
職
員
の
数
は
、
警
視
以
上
に
つ
い
て
は
零
人
、
警
部
に
つ
い
て
は
、
平
成
十
四
年
か
ら
平
成
十
七
年
ま
で
は
零
人
、

平
成
十
八
年
は
一
人
、
警
部
補
、
巡
査
部
長
及
び
巡
査
に
つ
い
て
は
零
人
、
警
察
官
以
外
の
警
察
職
員
に
つ
い
て
は
、
平
成

一
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十
四
年
は
二
人
、
平
成
十
五
年
は
一
人
、
平
成
十
六
年
及
び
平
成
十
七
年
は
零
人
、
平
成
十
八
年
は
一
人
で
あ
る
。

五
の
（
�
）
に
つ
い
て

平
成
十
四
年
か
ら
平
成
十
八
年
ま
で
の
間
に
お
け
る
警
察
法
（
昭
和
二
十
九
年
法
律
第
百
六
十
二
号
）
第
四
十
三
条
の
二

の
規
定
に
よ
る
監
察
の
指
示
の
数
は
、
平
成
十
六
年
の
二
件
で
あ
る
。

五
の
（
�
）
に
つ
い
て

警
察
庁
と
し
て
は
、
各
都
道
府
県
警
察
に
お
け
る
警
察
法
第
五
十
六
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
る
報
告
の
件
数
を
把
握
し
て

い
な
い
。

五
の
（
�
）
に
つ
い
て

平
成
十
四
年
か
ら
平
成
十
八
年
ま
で
の
間
に
お
け
る
警
察
法
第
七
十
九
条
の
規
定
に
よ
る
苦
情
の
受
理
件
数
は
、
平
成
十

四
年
は
四
百
五
十
六
件
、
平
成
十
五
年
は
四
百
六
十
七
件
、
平
成
十
六
年
は
五
百
五
十
三
件
、
平
成
十
七
年
は
六
百
三
十
四

件
、
平
成
十
八
年
は
七
百
四
十
七
件
で
あ
る
。

五
の
（
�
）
の
�
に
つ
い
て

都
道
府
県
公
安
委
員
会
（
以
下
「
公
安
委
員
会
」
と
い
う
。
）
の
委
員
は
、
定
例
会
議
に
お
け
る
審
議
を
行
う
ほ
か
、
必
要

一
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に
応
じ
都
道
府
県
警
察
か
ら
報
告
を
聴
取
す
る
な
ど
し
て
お
り
、
警
視
庁
及
び
道
府
県
警
察
本
部
（
以
下
「
警
察
本
部
」
と

い
う
。
）
の
補
佐
を
受
け
、
委
員
と
し
て
の
職
務
を
果
た
し
て
い
る
も
の
と
承
知
し
て
い
る
。

五
の
（
�
）
の
�
に
つ
い
て

公
安
委
員
会
の
委
員
に
は
、
社
会
の
一
線
で
の
活
躍
を
通
じ
て
得
ら
れ
る
幅
広
い
視
野
と
高
い
識
見
に
基
づ
き
、
大
局
的

見
地
か
ら
都
道
府
県
警
察
を
管
理
す
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
、
こ
れ
を
常
勤
と
し
た
場
合
、
現
に
社
会
の
一
線

で
活
躍
し
て
い
る
人
材
を
公
安
委
員
会
の
委
員
と
す
る
こ
と
が
困
難
と
な
る
お
そ
れ
が
あ
る
。

五
の
（
�
）
の
�
に
つ
い
て

警
察
本
部
に
は
、
公
安
委
員
会
の
庶
務
を
担
当
す
る
組
織
が
設
置
さ
れ
、
全
国
の
都
道
府
県
警
察
に
平
成
十
八
年
十
二
月

現
在
で
約
二
百
人
の
警
察
職
員
が
配
置
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
、
当
該
組
織
に
お
い
て
は
、
公
安
委
員
会
の
庶
務
を
つ
か
さ
ど

り
、
各
委
員
の
求
め
に
応
じ
、
資
料
の
収
集
及
び
整
理
を
行
い
、
ま
た
、
都
道
府
県
警
察
の
関
係
部
門
に
対
し
て
当
該
委
員

へ
の
説
明
を
促
す
な
ど
、
公
安
委
員
会
の
各
種
活
動
が
円
滑
に
行
わ
れ
る
た
め
に
必
要
な
事
務
を
的
確
に
処
理
し
て
い
る
も

の
と
承
知
し
て
い
る
。

五
の
（
�
）
の
�
に
つ
い
て

一
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警
察
庁
と
し
て
は
、
都
道
府
県
知
事
が
公
安
委
員
会
の
委
員
を
任
命
す
る
ま
で
の
過
程
に
お
け
る
各
都
道
府
県
警
察
の
具

体
的
な
関
与
の
実
態
を
承
知
し
て
い
な
い
が
、
い
ず
れ
に
し
て
も
、
公
安
委
員
会
の
委
員
の
任
命
は
、
都
道
府
県
知
事
の
判

断
に
よ
り
行
わ
れ
る
べ
き
も
の
と
考
え
て
い
る
。

五
の
（
�
）
の
�
に
つ
い
て

公
安
委
員
会
の
委
員
の
任
命
は
、
都
道
府
県
知
事
の
判
断
に
よ
り
行
わ
れ
る
べ
き
も
の
と
考
え
て
い
る
。

五
の
（
�
）
の
�
に
つ
い
て

都
道
府
県
警
察
か
ら
独
立
し
た
公
安
委
員
会
の
事
務
局
を
設
け
た
場
合
、
公
安
委
員
会
と
都
道
府
県
警
察
の
間
の
迅
速
か

つ
円
滑
な
意
思
疎
通
が
損
な
わ
れ
、
ま
た
、
当
該
事
務
局
と
都
道
府
県
警
察
と
の
間
で
事
務
の
重
複
が
生
じ
る
お
そ
れ
が
あ

る
と
考
え
て
い
る
。

五
の
（
�
）
の
�
に
つ
い
て

公
安
委
員
会
の
委
員
に
は
、
警
察
業
務
に
関
す
る
専
門
家
で
は
な
い
者
が
任
命
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
公
安
委
員
会
が

十
分
に
管
理
機
能
を
発
揮
す
る
た
め
に
は
、
警
察
業
務
に
精
通
し
た
警
察
職
員
が
公
安
委
員
会
を
補
佐
す
る
こ
と
が
適
当
で

あ
る
と
考
え
て
い
る
。

一
五


